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基本構造的性質の影響について

由美子

　目的　セーターは、編み物のもつ機能性を反映して、年間を｀通して多くの人に利用され

ている。調査＊によると、セーターの着用率は春季に比べ、冬季には約2 0％上昇し、実用

性を重視する中・高年齢層の女性の半数以上の人々に、セーター着用の実態が、街頭観察

された.したがって冬季に用いられる毛糸類セーターの性能を知ることは重要である。　本

報では、各種毛糸類セーター地について、保温性を評価するための基礎資料を得る。熟物

性値や材料の基本構造特性値を通して、保温性に寄与する要因について検討する。

　方法　試料として、編み密度、素材（毛、毛／アクリル混、アクリル）および糸番手の

違いを考庶して作製された2 6種類の平編布を用いた。これらについてサーモラボn 型に

よる方法で、保温率（有風および無風条件）および　定常状態における有効熱伝導率を標準

状態で測定した。厚さ、目付、体積分率などの基本構造特性値や有効熱伝導率、熱コンダ

クタンスの値と保温率の関係について検討する。

　結果　無風( 0. 5 c皿／sec )、空気層のない条件下の測定では、同一糸づかい同程度の厚さ

のセーター地において、目の粗いものほど体積分率が小さく熟コンダクタンスの低いこと

を反映して、保温率が高くなる。空気層25B1B条件下では、厚さや編密度による保温率の差

は

有

に

少なくなり一定値に近づく傾向を示し、空気の保温効果が大きく反映されることになる。

風( 30c皿／sec ）条件下では、５～２０％保温串が低下し、試料の厚さの違いが、保温串
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きく寄与することになる。

　＊藤本、森田、斉藤：第3 2回本学会東北・北海道支部総合研究発表要旨集、ｐ□(□87)

被服材料学実験の実施・指導方法に関する検討

　（1)布の剛軟性（スライド法とドレープ法）

和洋女大文家政　高橋和雄

眼妁-被服材料は実験を通して学ぶことが多い。しかし。布の曲げ特性試験にしても、布形

状の寄与と材料物性の寄与を分離しないまま終わってしまうことや、感覚的な計測値をこの

ようなデータと関連さ･せてしまうことが少なくない。また、JIS規定にしたがって行うにし

ても。装置などの不備のため正しく理解できないことがある1)。さらに、実験用教科書にし

ても。これらの点を指摘しているものは少ない。そこで。いくつかの改善策を試みた。

球方L法I|(1)スライド法：通常のスライド法試験機に厚さの等しい平板（1 0×4.Sen, 1 0× Ilcﾚ・)を

支柱の上端部と移動台の上部にそれぞれ接着する。幅広となった移動台の上面には方眼紙を

はり、目盛板とする。試料の突き出し長を3,5,7,lQcnのようにし、並べてセットする。これ

らの上面全体（10×15ca）に適当な平ウェイトを乗せて布を整えておく。測定時には、別のウ

ェイト（1 0×4 .Sen）に換えてから測定する。ＧをJ!Sによる式とピアースの式でそれぞれ求め

て、図示する｡ 試料長との関連を考えなが|ら、物性値を理解させる。吻ド_レープ法-.鏡板の

中心にφ12.7CBの穴を開け。ここに円筒（内径12.7CB、外径約15cn.長さ約lOcn）を同芯に接

着する。適当な厚さの平板の中心を直径約15ciiに繰りぬき、鏡板の裏に接着して補強する。

試料台円柱（φ12.7CII,高さ約12cn)の頭頂部中心にはピンを付しておく。鏡板を始め、試料

台の頭頂部と同じ高さまで持ち上げておく。試料布の中心合わせをしてから。φ25.4C1Iの平

板を乗せて布を整えておく。その後。芯だし用の小穴を中心に付した通常の重しと換える。

鏡板を下げてからは、通常の方法で行う。m果冨（0で得られる経･緯のデータをドレープ形状

やノート数と関連させてみた。文?献I 1）日下部.日本家政学会第38回大会要旨集　p.220 .


